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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。
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　アローナの砦は軍の施設であるから、当然軍関係者以外の一般の住人は通常立ち入りはできない。

　だが、例外的に入れる場所が二ヶ所だけある。

　一方は病院。

　町に医者はいるが、町医者では対処ができないほどに酷い怪我や病気などには、設備が整っていて入院措置も取れる軍の病院の世話になることがある。

　そしてもう一方は図書館だ。

　学校の図書室よりも遥かに多い蔵書を誇る砦の図書館は、一部の閲覧制限があるもの以外は無償で貸し出し、予算や内容にもよるが入荷のリクエストも受けてくれる。片田舎の割に蔵書が多く、その分類も多岐にわたるのはそのせいだ。

　アローナは他の街に比べて識字率が高い。それは初等学校のみであっても子供をきちんと学校に行かせている親が多いからだ。街に活気があり、無職の大人も比較的少ないアローナでは、子供を学校に行かせるだけの余裕のある家が多いということでもある。

　読み書き計算ができる大切さを住人に説いたのは、数代前の領主であったという。

　そのせいもあり、辺境の割には、貧乏でも最低限の勉強はできる施設が整っていた。少なくとも初等学校の費用が公費で賄われていて、教科書以外の学費が無料であるところは、アローナと王都以外なかなか聞かない。

　元々は軍の者のみで利用されていた図書館だったが、識字率が上がったことで街の住人たちから公共の図書館が望まれ、役所と砦とで相談して開放された。新たに街の図書館をつくるよりは既にあるものを活用するというかたちで落ち着いたという。

　図書館は他の建物から独立した一棟建てで、街の利用者は砦の正門から少し離れた専用の門から入るようになっている。そして騎士たちが砦の中から図書館を利用するのにも、また別に専用の入り口がある。つまり図書館に外から来た者は直接砦の敷地に入れないようになっていた。さすがに軍の施設だけあって、防犯警備はしっかりしている。

　図書館の責任者は副団長だが、実際に管理をするのは軍の者ではなく、司書の資格を持っている民間人、それも妙齢の女性だった。










　砦側からの玄関から図書館の建物に入ると、石造りの建物独特のひんやりとした空気が感じられる。

　行き慣れない者は、しんと静まり返った館内は誰もいないかのような気がしてその雰囲気が入りづらいと言うが、そこに確実に一人はいることを知っているバーナードは構わずその行き慣れた場所へと足を踏み入れる。

　わざと一、二度踵の音を高く立ててから室内へ続く大きなガラスの嵌まった扉を開く。すると、その足音に気が付いたのだろう、カウンターの向こう側に座ってなにか作業していた手を止めてカオを上げ待っていてくれた女性の姿があって、自然に表情が綻ぶ。

「こんにちは、バーナード様」

「ああ、こんにちは、エリナ。今日はいい天気だな」

　挨拶を交わしてから、バーナードは、館内を見まわしてエリナに訊く。

「もしかして閑古鳥が鳴いてる？」

「はい。さすがに今日みたいな日は誰もいらっしゃいませんね」

「まあ、昨日まであれだけ雨が降ってたからな。せっかく晴れたんだし、みんな外に出たいか」

　やはり人の気配のない館内にエリナが笑うと、バーナードが苦笑する。

　雨が降ると、図書館は人が増える。夕方以降は天気にかかわらず学生が勉強に来たりもするが、いずれにせよこんな気持ちの良い晴天の真っ昼間の平日に図書館に来る者はなかなかいない。

　持参した返却する本を手渡すと、その手続きをしながらエリナが訊いた。

「そういうバーナード様は外に出ないんですか？」

「今日は基礎訓練が午前中にあったからね、午後からは書類仕事。ヘッタくそな字の書類が山のように来てるんだよ。あー、読むのイヤになる」

　本当にイヤそうに肩をすくめると、エリナは笑った。

「お好きな小説なら何時間でも読めるのに、ですね」

「ホントにな！　でも、やらないと終わらないし」

　はあ、と溜め息をつくバーナードにころころと笑い声を立ててから、エリナは後ろの棚から一冊の本を引っ張り出した。そこは利用者が予約した本の棚だ。

「そんながんばるバーナード様に、こちらを。お待ちかねの新刊が来ましたよ」

「おおお！」

　差し出された本を見て、途端に喜色満面になったバーナードが声を上げる。

「待ってたよ！　やっと出たのか！　一年も待たせやがってまったく」

「そうおっしゃるだろうと思って、一番にお渡ししたくて取っておきました。どうぞお持ちください」

「いいのか!?　ありがとう！　よし、これで仕事のやる気が出た。さっさと終わらせて読む！」

「はい。でも早めに読んでくださいね。私もまだ読んでないんですから」

　にこにこと言うエリナに、バーナードが、え、というカオをする。

「それならきみが先に読むといい。俺はその後でいいよ？」

「いえ、でもずっと待っていたのはバーナード様が先ですから、私は後で。ご利用者様が優先なのは当然ですよ」

　エリナがやんわりと、それでもしっかり拒否すると、バーナードは素直に引いた。

「判った。なら、できるだけ早く読むよ。それできみが読み終わったらまた感想を話そう」

「はい。楽しみにしています」

　うなずいてから、バーナードは差し出された貸出カードに手早くサインをした。手元を見つめる目の前の女性の視線を妙に意識して、あ、なんか字がヘンになった、と眉間に皺を寄せる。

　カードを受け取ると、エリナが、はい確かにと言いながら所定の場所に入れる。その所作を見ながら彼女のいるカウンターの手元に目をやれば、傷んだ本の修理中だったらしい。

　エリナは手際が良く手先も器用で、こういった細かい作業が得意らしい。まだ途中とはいえ、綺麗に直されている本を見てバーナードは微笑んだ。

　前任者の退官に伴い、二年前に彼女が採用された時は、男所帯の騎士団だから当然男たちは色めき立った。なにせ貴重な妙齢の女性、それも可憐な風情の女性なら尚更だ。

　蒼い瞳に赤茶色い髪をポニーテールに結って白いエプロンを付けた姿は可憐で、女っ気のない男たちでなくとも充分魅力的に見えた。

　だが、下手に手を出された挙げ句に嫌な目に遭って突然辞めるなどという事態を避けるためにも、責任者という名の後ろ盾として副団長が付くかたちで落ち着いた。そして多忙な副団長の代わりに彼の補佐役であるバーナードが図書館にちょくちょく行くことで、実質的な牽制の役目を担っていた。

　何故彼かというと理由は明確で、役目がなくともバーナードは図書館に足繁く通っている本好きだからだ。

　脳筋の多い騎士団の中では珍しく読書を趣味とする彼は、彼女の前任者の頃には既に砦一番の本好きという評判が知れ渡っていた。あまり本の管理に熱心ではなかった前任者よりは彼に訊いた方が本の在り処が判るというくらい、バーナードは暇ができると図書館によく居座っていた。

　そんなバーナードだから、館内で余計な狼藉や悪さを働こうものなら、普段の穏やかな表情が嘘のように冷ややかな怒りの表情に変わり、そいつを叩きのめした。

　むくつけき大柄の多い騎士団の男たちの中でも、彼はそれほど大柄というワケではなく、筋肉はあろうがそれほど肉厚さを感じさせない。落ち着いた風貌もあってあまり騎士には見えないが、それでも副団長補佐の任に就ける程度には頭も良く、それなりの実力の持ち主らしい。

　エリナが着任してすぐの頃、彼女を無理矢理連れ出そうとした騎士三人を、バーナードがあっという間に片付けたことがあった。相手の力を利用する体術を得意とする彼は、向かってくる者が大きく力尽くであればあるほど、簡単に相手を投げ飛ばす。そいつらは、自分より体格の劣る相手に簡単に投げ飛ばされ、それが随分上の階級の者であったことにビビってバーナードに平謝りをした。彼らが懲罰訓練を課せられたのは当然の結果だ。

　ともあれ、それ以来、エリナに余計なちょっかいをかけにくる不埒な者はいなくなった。

　これこそ目論見通りと副団長がニヤついていたらしいが、バーナードとしては自分の大切な場所である図書館を荒らされるのは我慢ならないだけだ。

　そしてエリナはそれ以来、バーナードをすっかり頼りにしている。

　不埒な手を伸ばそうとする者には自分の名を出してくれていいからと許可したことで、今では正しく図書館を利用する目的の者以外の来館は、ほぼなくなったと言って良かった。本を借りることやレファレンスをきっかけにエリナに声をかけようとする者もいないではなかったが、騎士絡みになるとなにかとバーナードに助けを求めるエリナの様子に訪れることを止める者もいて、それはそれでありがたい。いや、図書館の利用者が減るのは良いことではないかもしれないが。

　そんなに難儀な話ならそれこそこの職場には向いていないのではないのかと言われたこともあるのだが、実は彼女の司書としての能力はとても高かった。

　司書の仕事は本の整理や修理だけでなく、分類や蔵書管理の点でも多岐にわたる。傍から見ているだけでは気付かない細かな仕事が意外と多いのだ。

　エリナはきちんとそれをダレスの高等学校で勉強してきた上で資格を取った、正式な『司書』なのである。

　だが、司書は正直就職先があまりない。図書館がないわけではなく、本の管理くらいなら専門職でなくとも誰でもできるだろうと、きちんと司書を置かない図書館施設が多いのだ。

　王都の国立図書館や主要な都市の大きな図書館、大学など専門性を必要とする図書館はさすがに何人もの司書をきちんと置いているが、そういうところは逆にそう簡単に人員の空きはできない。

　資格は取ったものの行き先のない司書は、自分で就職先を開拓するか、空きができるまで待つしかない。

　その点では、エリナは幸運だったと言えた。

　エリナは元々アローナの生まれではないが、母がこの地の生まれで祖父母がまだ健在で、彼女は現在、そこから砦に通っている。そのアローナには田舎なのに立派な図書館があり、尚且つ正式な司書はいないことを彼女は知っていた。

　学校の恩師はアローナの騎士団に紹介状を書いてくれて、それを目にした副団長が団長と相談し、採用してくれたというワケだ。

　前任者が適当だったせいで蔵書数の割にあまりしっかり管理がなされていなかった館内を、エリナはほぼ半年かけて整理し直し、雑だった管理体制をきちんと作り直した。司書の仕事を説明し理解してもらった上で、財務を管理する副団長から定期的に予算をつけてもらう算段を得たエリナは、蔵書数だけでなく居住性を上げる努力もした。書架を増やしたり、椅子の修理や床を張り替えたり、遮光のためのカーテンをつけたりなど、居心地を良くしたのだ。

　おかげで街の人たちの利用率が格段に上がった。多少の時差はあるが、王都で人気の上がった本なども、一年遅れなんて長い時間をかけずに入荷するようになった。

　小説などの娯楽の類の本はまだ庶民には少々値段が高く、個人で買うにはちょっと勇気がいる。だが図書館にあればそれが無料で読めるとあって、アローナの者たちにとって、本に対する敷居は割と低くなった。図書館がこの二年でより身近になったのは確実に彼女の実績だった。

　定期的に新しい本を入れ、古い作品も蔑ろにせず、もちろん小説だけでなく実用書や歴史書、美術書などの更に高価な本なども徐々に購入されて、老若男女問わず、たくさんの人々が足繁く通う施設になっていた。

　それは領主の理念にも沿うものであり、もちろんそれを街の者たちは歓迎した。そして砦の騎士で最も喜んだのは間違いなくバーナードだった。

　なにしろ、出ているはずなのに続巻が入らないまま何年も放置されているシリーズや、有名作家の新作など、要望を出してもなかなか入らなかったものを、エリナがきちんと手配してくれる。

　彼女自身も読書が好きで、かなりの数を読んでいるとあって、必然的にバーナードと話をする機会は増えた。そして親しくなるのもそれほど時間はかからなかった。

　同じ本を読んでも感想が違うこともある。お互いの見方や立場の違いで感想が異なることは、バーナードにとって興味深いことだった。お互いあまり読まないジャンルや作者の作品を薦められて読むと意外とおもしろかったこともあり、その続きや同じ作者の別作品を読むことも増えた。

　そうしていれば、お互いの好みや考え方も判ってくる。二人は本を間に挟んでお互いを知っていった。

　あくまでも仕事場の中での付き合いであり、なにか約束を交わしたり外で会ったりということはなかった。だが、それでもお互いが憎からず想っているというのは、やはりなんとなく判る。

　ぼんやりと、彼女とこの先も共に歩みたいと願う気持ちを否定はできなかった。

　バーナードに継がなくてはならない家はない。

　騎士団に入っている男は、貴族も庶民も大抵が次男坊三男坊で、長男は家を継ぐために家に残る。

　バーナードの家も同じで、長男が家を継ぐため実家にいる。弟もいるが、彼は彼で手に職――ではないが、専門性の高い知識を得て文官として城に上がっている。むしろ騎士になったバーナードが異色という文系一家だ。

　バーナードが家に戻らなかったとしてもなんら問題はなく、相続権を放棄したところで問題はない程度に実家とは離れた生活をしている。

　だから、このアローナに残ってこのまま騎士として暮らすのも悪くはないと思っている。

　そして……だから、この土地の女性を妻にしたって、なんら問題はないのだ、と、ぼんやり思ってから、自分の思考に赤面する。気付けば、そんなところまで行っている思考が我ながら恥ずかしい。

　まだ直接相手に好きだという気持ちを打ち明けているわけでもないのに。そして、それを実行する度胸があるわけでもないのに。

　好意は持たれていると思う。そこは気のせいじゃないと思いたい。だが、彼女はそれを口にしてくれるタイプではない気がするし、やはりこういうことは男から言いたい、と本好きだけにロマンチストなバーナードは思っている。

　だったらとっとと言ってしまえ、と思いはするが、なかなか実行はできないのが実情だ。

　問題は、他人がエリナに手を出すことを邪魔しておいて、自分が掻っ攫っていくことをどう思われるかだが、その辺はもう開き直っている。

　引っ掛けようとしたわけじゃなく、自然に好き合ったんだ、ナニが悪い！

　アローナの図書館にエリナの存在は既に必須だ。だから、彼女がここから動かなくて済むのなら、自分はここに永住でいい。そんな騎士は実は割といるし、自分がその中に入ることを厭う気持ちも別にない。

　自分は騎士として、彼女は司書として、このまま変わらない生活を送れたらそれでいいと思う気持ちもないわけではないけれど。

　いずれ。そう、いずれ。

　そんな生活をもの足りないと、隣にいてほしい、いてくれなければ嫌だと思う気持ちに嘘がつけなくなったら……その時は。






　その時はそう思っていた。

　時を選ぶ選択権は自分にあるのだと。

　まさか、自分が手出しできないところで反論する権利すら与えられず取り上げられることもあるのだと知らないまま、バーナードは悠長にその優しい時間を楽しんでいた。
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　それは、あと半月ほどでこの街で一番忙殺される時季になる頃だった。

　夕暮れでもう図書館を閉める時間に滑り込んだバーナードは、いつもと同じように本を返しに来たところだった。

　もう既に来館者は帰ったのだろう、誰もいない館内に駆け込んだバーナードは、少々乱暴にガラス戸の扉を開いた。

「すまない！　遅くなった！」

　開いた途端ガタンと大きく鳴った扉の音を気にしながら扉を閉めると、いつもならカウンターにいるはずのエリナがそこにはいなかった。

　室内に視線を巡らせれば、閉館するためにカーテンを閉めていたのだろうエリナの姿を見つけた。バーナードの声でカーテンを閉める手を止めたエリナは、何故か慌てた様子で一度向こうを向いてから、振り返った時には笑顔を見せた。だが、その笑顔があまりに不自然で、バーナードは眉根を寄せた。

「いらっしゃいませ、バーナード様」

「ああ。それより、エリナ？　なにかあったのか？」

「え、いいえ、別に」

　明らかに嘘っぽい答えをして、それでもエリナは笑顔を張り付けたままカウンターの前まで戻ってきた。

「返却ですね。この後なにか借りていかれますか？　そのくらいなら待ちますけども」

「ああ、そうだな、そうだけど」

　返事にならないことをつぶやいたのは、バーナードが他に気を取られていたからだ。じっとエリナを見ると、気まずそうに視線を逸らせた。それで確信する。

「エリナ、なんで泣いてたんだ。なにがあった」

「え、いえ、あの、別に」

「ごまかすな。涙の痕が残ってる」

　途端にはっとして目の辺りを擦るエリナを、バーナードは見据えた。

「もしかして、また騎士の誰かが余計なちょっかいでもかけに来たか。それとも住民の利用者の誰かか？　誰がなにをした。教えてくれ」

「……いいえ、そうじゃないんです」

「ならなんだ。きみが泣くなんて今までなかっただろう。なにか余程のことがあったんだろう？」

　エリナは視線を下げてバーナードを視界に入れないようにしている。その仕草に焦れて、バーナードはしつこく聞いた。

「俺では力になれないことか？　もしそうであったとしても、一緒に考えることはできるはずだろう。教えてくれないか」

　エリナは辛そうに目を閉じていたが、なにかを振り切るようにわずかに首を振ってからカオを上げた。

　そこにはあまりに無理矢理につくったと判る笑みを浮かべたエリナがいて。

「私、この度、この図書館の司書を辞めてお嫁に行くことになりました。今までお世話になりました、バーナード様」

　ナニを言われているのかが判らなかった。

　衝撃が強すぎて思考を停止させる。

　目を見開いて呆然とするバーナードから視線を逸らして、彼が持ってきた本を片付けようとエリナがそこから動こうとした途端。

　バーナードが彼女の両肩を捕まえた。

「なんで！　どういうことだ!?　ここを辞めるなんて、嫁に行くなんて、なんで!?」

　衝撃から我に返ると、普段の彼の冷静さや穏やかさは吹っ飛んでいた。

「そいつが好きなのか？　アローナのヤツなのか？　司書を辞めなきゃならないようなところに行くのか!?　年齢は!?　職業は!?　どうしてそんなヤツなんだ！」

　疑問しか口にしないバーナードの必死の問いに、エリナはぽつぽつと応える。

「ダレスに住んでいる男爵様だそうで、四十八歳、だったと思います。どんな人かも知りません」

「男爵!?　でも副団長よりおっさんじゃないか！　なんで知らないヤツのところになんか！」

　エリナはぎゅうっと目を閉じ、なにかを我慢するようにしてうつむく。

「……仕方ないんです。父がダレスで商売をしているんですが、以前、仕事で大損害を出してその補填に大金が必要になって、領主様のご親戚だというその方に借金をしたんです。利息が法外だと判っていたのに、それだけの金額はその方からしか借りられなかったらしくて。ずっと金利分と元本を定額で返し続けても金額が減らなくて、それが二年経っても結局返しきれなくて。そしたら、どうしても返しきれないのであれば、その方に私が嫁げば借金も利息も返さなくていいと言われたそうで。……父は行かなくていい、店を売ってでも返すと言ってくれたけど、それでも無理なんです。……だから」

「だから、きみが、嫁に行くと？」

　わずかにうなずくエリナのうつむいた頭のてっぺんを見つめて、バーナードは訊いた。

「いくら借りて、いくら残ってるんだ」

「……五〇〇万借りて、残りが一三〇〇万、です」

「は!?　なんで元金の三倍近くまで増えてるんだ!?」

「……そういう、金利の計算方法、だそうです……」

　それって普通に違法ではあるまいか。

　それにしても、バーナードの今の給料のまるっと三年分くらいか。騎士の役付きは彼でも充分高給取りに入るが、それでも確かになかなかの大金だ。今の彼にすぐ用意できるような金額ではない。

　絶句したバーナードの手をそっと外すと、エリナは泣きそうなカオでそれでも微笑んだ。

「いいんです。父には我が儘を言って司書の勉強をさせてもらいました。こうしてアローナでお仕事もできました。夢が叶いました。だから、もういいんです」

　それから、うつむいていたカオを上げて。そして、不意にエリナは背伸びをするとバーナードの唇にくちづけた。

「ごめんなさい。初めてのキスだけでも、好きな人にしたかったんです。バーナード様が好きでした。でも、これで良い思い出にします」

　涙を浮かべて微笑んだエリナになされるがまま呆けていたバーナードは、ぎりっ、と歯を食いしばった。

「……よくない!!」

　いきなり吠えたバーナードは、突然の大声に驚いたエリナの肩をもう一度捕まえて言った。

「ふざけるな、そんな理由で惚れた女を持ってかれてたまるかよ！　だいたい、借金のカタだ!?　いつの時代だ、そんなもん違法に決まってるだろう！　きみをそんな野郎になんか渡さない!!」

「……で、でも……」

「でもじゃない！　それともきみはそんなヤツのところに行きたいのか!?　俺じゃなく、そんなおっさんの方がいいのか!?」

「良くないです、私だってバーナード様がいいです！　だけど、そんな大金！」

「どうにかする！」

「どうって、どうやって!?」

「手は……まあ、ないことはない」

　口にしたら実際にもまあどうにかなるだろうという方に思考が寄って、更にそこから何人かのカオを思い出し、それでやっと、バーナードにはわずかに冷静さが戻ってきた。そして、ふと気付く。

　勢いでお互い自分の気持ちを暴露したことに。

　突然、かあっとカオに熱が上がった。すると、それにつられたようにエリナもカオを染めて恥ずかしそうにうつむく。

　気恥ずかしくなってつい痒くもない頭の後ろを軽く掻いて視線をさまよわせてから、バーナードはやっと視線をエリナに戻した。

「エリナ」

「……はい」

「きみが好きだ」

「……はい。私も、です」

「本当は、今度の祭りに誘おうと思ってたんだ。そしたら、来てくれた？」

「……はい」

「そっか。嬉しいよ」

　微笑んでから、バーナードはエリナを引き寄せた。その腕の中に閉じ込められたエリナは真っ赤になって身を固くしたが、それでも恥ずかしそうにその額を彼の胸にくっつけ、甘える仕草をしてくれて、嬉しさに胸がいっぱいになる。

　ぎゅうっと抱き締めてから、バーナードはエリナにくちづけた。

「告白もキスもきみからなんて、俺、ちょっとカッコ悪かったな」

「そんなこと」

　エリナが否定すると、バーナードは笑った。

「借金のことは俺がどうにかする。だから泣くな。きみに泣かれると、俺、結構動揺して、思考停止するらしいから。今初めて知ったけど」

「……頼っても、いいんですか？」

「当たり前だ、ていうか、むしろ積極的に介入させてくれ。それで、全部片付いたら改めて言わせてほしい」

「……なにを、ですか？」

　バーナードは小首を傾げたエリナに微笑んだ。

「プロポーズをちゃんと俺からさせて。絶対な」

　目を瞠って、エリナは再びその瞳に涙を浮かべてうなずいた。それが悲しい涙でないコトに安堵して、バーナードはやっと笑って再び目の前の恋人になった女性にくちづけた。










「は？　休み？　十日も？　ナニ寝言抜かしてやがる。とっとと仕事しろ」

　書類から目を離すことなく一刀両断したカレンベルク副団長は、己の直属の部下が、だん！　と机に両手をついたことでようやく目だけを彼に寄越した。

「しばらくまとまった休みをもらってないんです。いい加減有給消化しろって言ったのは副団長でしょう」

「ダレがこのクソ忙しい時に取れっつった。ふざけんな」

「クソ忙しい時だと判ってんだからこうして頼んでんですよ」

「それが頼んでる態度か。泣かすぞコラ」

「それで休みをくれるんならいくらでも泣きますよ。さあ泣かせろ」

「やめろ。男の泣き顔なんぞ、ダレが見たいか」

「言ったのはアンタでしょうが」

　ひとしきり言い合ってから、その内容のくだらなさに溜め息をついて、副団長はやっとカオを上げた。

「理由を言え。おまえがそこまで言うのならなんか理由があるんだろう」

「エリナの件です」

　そのひとことで見当がついたのだろう。副団長はじろりと部下を見た。

「おまえがどうにかできるとでも？」

「します」

「どうやって」

「手はあります」

「助けるつもりで助けられなかったら一番傷付くのはあの子だぞ」

「だから、意地でもどうにかします」

「この十日やそこらでどうにかできると？」

「します。してみせます」

「して、どうする」

「彼女を俺の嫁にします。告った上でプロポーズの予約ももうしました」

「やっと言ったのか、このヘタレが。土壇場まで行かねえと言わねえとか、とんだ腰抜けだな」

「否定はできませんが、ナタリーさんに九回断られて十回目にようやく根負けして結婚してもらえた副団長あなたに言われたくありません」

「うるせえ、十回言いに行った根性をこそ見習えよ！　ともかく、そういうことならしょうがねえ、許可してやる。その代わり、絶対失敗してくんなよ。もしダメなら、欠勤扱いにした上で下士官まで降格にしてやる」

「うわあ、上官の理不尽な暴挙ですか。上に報告しますよ」

「そんな事態になってたら、そんなコトする気力もなくなってんだろ」

「死なば諸共です。一緒に落っこちましょう、副団長」

「縁起でもねえコト言ってんじゃねえよ、ど阿呆が」

　言うだけ言ってから、副団長は眉間に皺を寄せて難しいカオで唸る。それから、溜め息交じりに言った。

「……まあ、彼女がいなくなったらせっかく軌道に乗った図書館業務がまた滞る。それはいただけない」

「ナタリーさんとルナちゃんがよく通ってますもんね、図書館」

「ああ、ルナもエリナによく懐いてるしな、って、そんな私情だけじゃないが。俺だって、あんな若い子が不幸になるのは見たくない」

　肩をすくめて、副団長はじろりと副官を睨んだ。

「帰ってきたらこき使うからな。覚悟しとけよ」

「はいっ」

　そんな時だけイイ返事をして、バーナードは踵を返した。

　執務室を出ようと行きかけたバーナードの背中に副団長が声をかける。

「ダレスに行く前にな、役場のステラ嬢に相談してみろ」

　突然副団長お気に入りの数字の専門家の名を出されてバーナードは首を傾げた。

「はい？　嬢っていうか、もう子持ちの人妻ですけど、ナニをです？」

「彼女の本来の専門は税務だが、金利やそっち関係の法律も詳しいはずだ」

「！　……ありがとうございます！　行ってきます！」

　上司のありがたいアドバイスに驚いて、バーナードは乱暴に執務室のドアを開けた。

　もうこの時間だと役場は閉まっているだろうが、彼女の家は知っている。申し訳ないが時間が惜しい。押しかけさせてもらう。

　騎士が外出する時の規則であるマントをひっつかんで羽織りながら、バーナードは砦を飛び出していった。
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　アローナから王都の方に向かって馬で一日半ほどのところにダレスはある。

　ド田舎の辺境にあるアローナの住人から見たら、地方都市といえどダレスは都会だ。

　アローナにはない娯楽施設や服飾や宝飾、食料品、雑貨などの店がたくさんあり、高級ホテルや大きな病院、上級の学校や専門職の学校などもここならばある。

　アローナで上の学校への進学や資格取得などといえばダレスに行くのが一般的で、アローナだけでなく他の周辺の街や村などからも多くの人が勉強や商売のため、このダレスの地を踏んでいた。エリナは元々実家がダレスにあり、司書の資格もこの地で取ったと聞いている。

　バーナードは王都にいたこともあるので平気だが、田舎者が初めて訪れたら、その賑やかさに気圧されるだろうことは間違いない。

　だいたい、呑気に気圧されているような余裕はない。自分たちの一生がかかっていると思えば自ずと気持ちが引き締まる。

　最初に訪れたのはエリナの実家であるブライトン商会だ。

　突然現れた騎士に驚いたエリナの父は、だが彼に託された娘からの手紙を受け取って読むと、くしゃりとカオを歪めて自宅の方へとバーナードを通した。

　エリナと同じ赤茶色の髪の人の好さそうな父親と、エリナにどこか似た雰囲気のある母は、二人してしょんぼりとうなだれて初対面の男に後悔の言葉を告げた。

　あの時は金額が大きすぎてあの男からしか借りられる当てがなかった、何軒もの金貸しや銀行から少しずつ借りるより、多少金利が高くても一軒からの方がと思った私がバカだった、そのせいで娘を犠牲に、とひたすら悔やむ父親に、バーナードは自分が来た理由を話して、その上で協力を申し出た。

　まずはこの人が納得し、協力をしてもらえなければ意味がない。

　エリナの手紙も功を奏したのだろう、父であるブライトン氏は協力を約束した。元より娘を売り飛ばすような真似をしなくて済むのならと思ったのだろう。

　その上で、もしうまくいって彼女が自由になれたなら、結婚を許してほしいと頭を下げた。

　父親は、エリナがそれを望むのならとうなずいてくれた。










　それからいくつかの準備に日にちを費やし、その後バーナードはブライトンの借金相手と相対した。

　ブライトンの紹介というかたちでの面会だ。

　セドリック・ワイアット男爵と名乗った中年の男は、不健康そうな小太りの男だった。元々の造作はそこまで悪くはなさそうなのに、酒を主とした不摂生と贅沢な食生活が窺われる丸々とした顔面と立派な腹の出方のせいで、その容姿は見る影もない。少なくとも決して女性から好まれるような容貌でないことは間違いない。

　ただでさえ他人を陥れて儲けようとする悪徳金融業者だということが気に入らないのに、こんな酷い容姿の男であることにバーナードは嫌悪感を抱く。見た目で言うのは良くないが、こんな男にエリナが嫁ぐなど間違っても阻止しなければならないと、バーナードは改めて決意した。まあ、彼にしてみたらどんな男だって気に入らないのだろうが。

　そして、自分はこんな酷いナリにならないようちゃんと日々鍛えようと思う。

　男爵は、若造の騎士がナニをしに来たのかを測りかねているのだろう。こちらを値踏みする目で見ている。

　隣でびくついているブライトンと対比するように、バーナードは表面上は澄ました表情を崩すことなく口を開いた。

「ワイアット男爵、いきなりの訪問の申し込みにお時間を割いていただいてありがとうございます。私は第十騎士団在アローナ駐屯部隊副団長補佐、バーナード・エンフィールドと申します」

「ブライトンに聞いたが、エリナのことで訊きたいことがあるとか。なんの用だ？」

「はい、現在エリナ・ブライトン嬢は、我が第十騎士団付属の図書館に司書として勤務していただいています。つまり彼女の所属は騎士団の預かりというかたちになっており、当然その去就も騎士団の承認のもとに行っております。そのため一応王都の騎士団総長にその辺の報告義務がありまして。あくまでも一応の確認ということですので、悪しからずお付き合いください」

「なるほど、騎士団もいちいちご苦労なことだな」

　鷹揚にうなずいたのは威厳でも見せようとしたのだろうか。男爵は偉そうに足を組んでバーナードの言葉を待つ姿勢になった。

「ご理解いただきありがとうございます。では、早速ですが、質問を」

　持参した書類を確認してから、バーナードは質問を始めた。

「まず、一つ目。エリナ嬢の退職理由ですが」

「私と結婚するからだが」

「父親であるブライトン氏の借金の完済ができず、その帳消しのために男爵の方から結婚を提案したと聞いておりますが、間違いありませんか？」

「……まあ、間違いではない」

「しかし、現在、我が国の法律としては、現国王陛下が戴冠された時に制定された、新法の、『借金の返済について、基本的には金銭のみの返済を原則とする。土地建物、物品での交換返済は公的機関での鑑定の上双方納得の上でのみ認める』、『如何なる額であってもその交換返済に人間を対象とすることは認められない』という内容に抵触することになります。これは五十年前から存在する奴隷禁止令にも引っ掛かる事案です。ご存じでしたでしょうか」

「無礼な。奴隷禁止令だと」

「ご不快に思われたのならご容赦ください。男爵がエリナ嬢を奴隷扱いしようとしているというつもりではありません。しかし、借金の帳消しを引き換えにその娘の身柄をもらい受けるという点において、そう取られても仕方がないということをご承知おきくださいと申しているのです。そもそもこの法律ができた背景には、結婚の名目で身受けをしても実質的には愛人として複数人抱えていたり、逆に無給の使用人扱いだったり、摘発を受けた事例がいくつも確認されたからです。エリナ嬢をきちんと妻として迎えるつもりがおありだったのならば、甚だしく誤解を受ける言い方であったことをお気付きいただき、借金とは関係なく申し込まれるのがよかったとご理解ください」

「……その点の非はこちらの不手際ということか。相判った」

　比較的素直にうなずく男爵に意外性を感じながらも、おそらくこんなところで騒ぎ立てて腹を探られるのを回避したい目論見もあるのだろうと、バーナードは言葉を続けた。

「ご理解いただきありがとうございます。しかし、そうするとひとつ疑問ができるのですが、お訊きしてよろしいですか？」

「なんだ」

「ブライトン氏の借金の件です。エリナ嬢と借金の関係なく結婚されるのであれば、氏の借金の返済はこのままされるということになるのですか？　それともなかったコトにされるのでしょうか」

「なに？」

「いえ、借金の有る無しにかかわらず結婚を申し込まれたのであれば、法律を鑑みれば借金の帳消しの件はなかったコトになります。しかし、もしブライトン氏が帳消しを理由に結婚を承諾したのであれば、これもなかったコトになりませんか？」

「……！　そ、そんなワケがないだろうが」

　バーナードの疑問に、男爵が慌てたように唸る。

「では、どうされるのでしょうか。私はエリナ嬢から直接聞き取りをしましたが、結婚の代わりに借金を帳消しにするというから父のために仕方なく受けると確かに言いました。それはつまり、借金の帳消しがなかったら結婚には応じていなかったと取れます。つまり、借金が帳消しにならないのなら結婚もなくなるのではないでしょうか？」

　男爵は咄嗟に反論できなかったらしく絶句する。だが、わずかの逡巡ののち、男爵が開き直ったかの如く言う。

「そうだな、それならばそれでも良い。エリナとの結婚の話はなかったコトにしよう」

「あ、ありがとうございます……！」

　ブライトンが驚いて頭を下げた。それを見て男爵はにやりと嫌な笑い方をしながら続けた。

「ただし、そういうことならブライトンの借金はそのまま返し続けてもらうことになるな。まあ、もう少しくらいなら待ってやってもいい。だが、借りたものはきっちりと返してもらう。いいな」

　どうやら男爵は、エリナは諦めて借金を返させる方を選んだらしい。

　青褪め引きつったカオでそれでもうなずくブライトンに満足そうにニヤついた男爵に、バーナードもうなずく。

「そうですね、いくら事情があろうが、借りたお金はちゃんと返さないと。それが正しい在り方だと私も思います」

「そうだろう、その通りだとも」

　しれっとうなずくバーナードの言葉に満足したらしく、男爵は、にこやかにうなずく。

　バーナードはいかにも事務的に結論づけるように言葉を続けた。

「では、男爵のご判断にてエリナ嬢との結婚はなかったコトにするということなので、エリナ嬢の退職もなかったコトにして良いということですね」

「そうだな」

「承りました。では彼女の退職手続きの取り消しをさせていただきます」

　内心でのガッツポーズなどおくびにも出さず、バーナードはあくまで事務的に言った。

「男爵には残念なことでしょうが、エリナ嬢は我々アローナの者にはとても優秀で有能な図書館司書として既になくてはならない大切な人材であり、辞めるにはあまりにも惜しい人です。妙齢の女性ですし、いずれご結婚もされることでしょうが、できるだけ長くいてくださることを願います」

「司書などそんなに大事なものか？　本の管理など誰だってできるだろうが」

「とんでもない。彼女が来る前と来てからでは全然違います。私も読書好きとして、彼女の日々の仕事をとてもありがたく思っておりますよ」

「そんなものか。あまり興味もないからよく判らぬわ」

「左様ですか。それは失礼致しました」

　気のない男爵の返事に軽く詫びてから、手元の紙をめくりながらバーナードが淡々と続けた。

「ところで、その借金の件なんですが、ついでに調べさせていただきまして、少しご意見させていただく必要がありました」

「……今度はなんだ」

「いえ、ブライトン氏の借金が元だというので必要があるという上からの指示で、少し調べさせていただいたのですが、男爵が法令違反をされている懸案があるので改めていただかないと大変なことになると思いまして」

「なんだと？」

　不快そうに眉根を寄せる男爵に構わず、バーナードは淡々と続ける。

「調べによりますと男爵は、金額が大きすぎたり、度重なる借金などで銀行や金貸し業からも断られたような人物相手にもお金を貸してくださっているそうですね。それでブライトン氏も助かったのだとか」

「左様。この地の領主の一族として、領民は大切にせねばならん。困っておる領民がいるのなら助けてやるのは貴族として当然のことだろう。銀行などより多少金利は高くなるが、こちらも高い金を貸しているわけだからな、多少は仕方ないと思ってもらいたい。それは判っておるよな、ブライトン？」

「は、はい、その点はもちろん重々」

　恩着せがましくしっかりブライトンを威圧する。

「素晴らしい心根をお持ちで感動致します」

　しれっと言ってから、バーナードは男爵を見据えた。

「しかし、そうおっしゃるということは、男爵は金貸しを仕事としていると取ってよいのでしょうか？」

「まあ、明確に仕事と看板を出しているわけではないがな」

　肯定と取れる返事に、バーナードは心の中で拳を握った。

「では、やはり法令違反ということになりますね。改めていただかねば、私は金融庁に告発せねばならなくなります」

「なに？」

　目を眇める男爵に、バーナードは畳みかける。

「国の基準では、借金に対する業者の乗せられる金利は金額にもよりますが、最大で年三〇パーセント。元金に対して〝年利〟三〇パーセントまでというのが国の定めた法律です。対してブライトン氏に掛けた金利は月一〇パーセント」

「それがどうした」

「元金と金利を足した金額から当月に返済された金額を引く、そこまではいいですが、その次の月は元金と前月に引けなかった分の利息金を足して元金扱いにして一〇パーセントを掛けている。返済金額が金利分に足りなかったら確実に借金が増えていきます。その計算方法は、明確に法律違反です」






　この国の法律では、元金×三〇パーセントが年利の最高金額だ。

　五〇〇万を借りたというブライトンの場合、五〇〇万×三〇パーセントで年利一五〇万。

　つまり、氏の返済額は元金五〇〇万と利息一五〇万で合計六五〇万になる。

　一年分の利息一五〇万と、それ以上の金額が返せれば元本も減っていく計算だ。

　借金があるうちは当然利息も払うことになるが固定制である以上金額が最後まで一定である分計算はしやすい。

　それは立場が弱い借受人が貸付人の口車で払い過ぎないようにという保護の意味で、単純かつ明確にした法律だった。

　だが、男爵の計算方法は異なる。

　月一〇パーセントの金利分だけでも払えないと、払えなかった金利の残りの分が次の月には元本に足されて、その金額に一〇パーセントの金利がかかるのだ。

　ブライトンの借金は五〇〇万、元金一〇パーセントで総額五五〇万。

　氏は、最初の半年に月三〇万を返した。その時点ではこれ以上の金額は無理だった。だが、五五〇万から三〇万引くと五二〇万で、次の月には元金五二〇万に金利が一〇パーセントかかるという式になる。

　返せない金利分まで元金に含められたら、金利分だけでも返せなければ元金はどんどん増える。

　半年経ってから必死に五〇万を返すようにした。だが、既にその時点で金利分だけでも月六五万を越していた。あとは、いくら真面目に返そうがひたすら増えていくだけだ。

　そして二年経った現在では金利だけで既に月一二五万。月一〇〇万返せたとしてもとても追いつけない。

　恐ろしく阿漕な金利計算だった。

　この計算方式は、元々裏社会のヤクザ者たちが使っていたもので、それこそ新法が制定された時に一掃されたはずだった。

　だが、どこかでこっそりとその方法を使っていた者がいて、男爵に教えたわけだ。

　新法の整備がされても借金の法律など自分が貸し借りする立場になければあまり興味も持たれない。大きすぎる金額でなければ銀行などの公的な機関なら法律に則ってきちんと対応してくれるから、一般にそれほど浸透周知されることがなかなかないが故の盲点であった。

　そして、この国全体の識字率自体はあまり高くないことも事態に拍車をかけていた。

　バーナードは副団長が騎士団の財務会計関係全体の責任者で多少の関わりもあったために新法自体は知っていたが、借金の金利計算の仕方などの細かいところは知らなかった。

　その辺はすべて町役場のステラから教わったものだ。

　ダレスに赴く前に自宅まで押しかけて正しい金利計算のことを教わったバーナードは、ブライトンから金利と借金の返し方を聞いた後、アローナに取って返して再びステラにすべての計算をし直してもらった。この阿漕な計算方法の詳細や引っ掛かっている法律の内容も、すべて彼女に教わった。短時間で挙げてくれた成果は、アローナとダレスの往復の疲労も吹っ飛ぶほどで、ステラには感謝しかない。

　夜も遅めの時間になってしまったこともあり、彼女を溺愛しているパン屋の夫が少々不機嫌だったのは申し訳ないが、恋人の結婚を阻止できるかどうかの瀬戸際なのだと必死に訴えたらなにか感じるところがあったらしい、素直に協力してくれた。帰ったらパンをたくさん買いに行こうと思う。

　ちなみに副団長は、バーナードとステラ、どちらも相手に縁がなかったら自分のお気に入り同士結婚させようなどと画策していた時期もあったらしいが、ステラがパン屋の主人と結婚したことでその計画も諦めたようだ。その頃にはバーナードもエリナと知り合っていたこともあり、きっと薦められても断っていただろうが。






「男爵、あなたは自分が金貸しを仕事としていると明言しました。ならば、この計算方法を使っている時点で既に違法なんです。私が金融庁に告発すれば、あなたは罪人として捕縛され、処罰されます」

　真顔で言うバーナードに、真っ青になってから真っ赤になるという器用な顔色を見せた男爵は、偉そうに座っていたソファを蹴立てて怒鳴った。

「無礼な！　騎士風情が貴族を脅すのか!!　ふざけるな、若造が!!」

　だが、まあそういう反応をするだろうなと予測していたバーナードはびくりともせず、男爵を涼しい目で見遣った。

　さて、これからとどめを刺そうか。

















　　　４












　激昂した男爵など歯牙にもかけず、まったく表情を変えずにバーナードは言った。

「あなたが貴族であろうが平民だろうが、法を犯せば罪人です。そして騎士は罪人を捕縛するのが職務です。あなたがいかに地位を振りかざそうと、それは揺るぎません」

　あまりにも平然と、そして淡々と言うバーナードの態度が気に入らなかったのだろう、男爵は更に怒鳴る。

「私はこのダレスの領主の親族ぞ！　領主が好きにせよと申したのだ、なにが悪いというのだ!?　そもそもブライトンは、金利が高いと判っていて、それを承知で契約書にサインをしたのだろう！　その通りに金を払わせてナニが悪い！」

「そもそもその契約書の内容が不正であると判れば、それは無効となります。あと、領主様は、あなたが仕事を興すというのなら好きにせよとは言ったが、法を無視して好き勝手をしていいと言ったわけではないとのことですよ。もし万が一、そういう意味で言ったとしても、領主の許しよりも国の法律の方が強制力が強いのは当然です」

　そうでなければ、領主は自領地内なら国法無視で好き勝手ができることになってしまう。我が領内なら人殺しをしても無罪とするなどという法をつくったとしても、そんなことが許されるわけがない。

　バーナードの差し出した封筒を不審そうに受け取った男爵は、封蝋の紋を見て目を見開き、急いで中を開けてみて蒼白になった。

「領主様は、セドリック・ワイアット男爵が罪を認め改めるのであれば、今後きちんと監督する代わりに、一度だけ猶予をやってほしいとおっしゃいました。ただし、認める気がないのであれば、告発も止むを得ないと。国王陛下に対する忠誠を汚さないためにも、家名を冒す行為を許すわけにはいかないと仰せでした。そのお手紙にもそのように書かれているはずです」

　確かにそのように書かれている手紙を、男爵は思わずぐしゃりと手の中で潰した。

「お、おまえ、伯父上に会ったのか!?」

「はい。職務上必要でしたので」

　相変わらず淡々と返すバーナードを、男爵は驚いて睨みつける。

「わ、私だってなかなか会っていただけないのに、何故騎士風情が！」

「用件を伝えたらすぐにお会いしていただけましたが。とても誠実に対応していただけて、不出来な甥が申し訳ないと詫びの言葉までいただきました」

「ふ、不出来だと!?」

「法を犯して領民を苦しめる貴族が不出来と称されても当然かと」

「貴様!!」

　更に激昂した男爵がバーナードに殴りかかった。だが、その手は立ち上がった彼に届く前にあっさりと捕まえられ、後ろ手に捩じり上げられて、あっという間に動けなくなる。

「あだだだだ！」

「ろくに鍛えもしていないのに現役の騎士に襲い掛かるなど無茶がすぎるというものです。素直に殴られるとでもお思いですか？」

「離せ！　無礼者！　離さぬか！」

「あなたが手を出さないのであれば離しますが」

「出さぬ！　出さぬから手を離せ！」

　バーナードが手を離すと、男爵はビビりまくって自分のソファまで逃げる。その行動だけは妙に敏捷だった。

「さて、話を元に戻しましょう、男爵。ブライトン氏の借金の件です」

　バーナードは座り直すと改めて告げた。

「こちらが男爵が使用した金利計算の表。残り金額は一三三〇万とあります。そしてこちらが、法を遵守した金利で出したブライトン氏の返済金額の計算表です。満二年の現在の残り金額は八〇万、で、月割りの金利を足して、残り一四三万。あと五ヵ月で完済となります。こちらがブライトン氏が男爵に既にお支払いした金額、一〇八〇万。対してこちらが正しい金利で支払った場合の総額で、八六三万。既に二一七万も過払いとなっています。つまり、ブライトン氏は今後支払うのではなく、男爵から二一七万返済していただくということになります」

　テーブルの上に並べられた計算表や計算式の紙は、すべてステラに計算してもらったものだ。

　それを指差しながら元通り淡々と告げるバーナードだが、男爵は目を剥いた。

「か、過払い、だと!?」

「はい。先程も言いました。借りたお金はちゃんと返さないと、です。借りた金額と金利分を正しくきちんと返すのは、借りた者の義務です。ですが、払い過ぎたのであれば、それはきちんと返されるべきです。それが当然であり、法というものです」

「……金を、返せというのか」

「はい」

「どうしても、か」

「返さないということであれば、私は金融庁に告発をすることになります」

　ぐう、と喉が鳴って、ヘンな唸り声を上げた男爵は、不意にナニかに気付いたというカオでバーナードを見た。

「そなた、エンフィールドといったか、随分アタマが切れるようだが、私の右腕になる気はないか」

「は？」

「待遇は良くするぞ。給料も騎士などと比べ物にならん金額を出してやろう」

「……突然、どうされました」

「だから、私の下につけば主を告発することもなかろう」

「…………」

　アホですか、と、危うく言いそうになって、バーナードはかろうじてそれを止めた。

　これから告発すると言っている相手の下につく者などいるわけもないだろうに、男爵はとても良いコトを思いついたというように、一人でうなずいている。

　呆れて溜め息を吐きそうになったが寸前で止めて、バーナードは冷ややかに言った。

「お断りします」

「何故だ？　待遇が気に入らんか？　ならもっと出してやっても良いが。家が欲しいか？　ああ、なんなら私の末の娘を」

「要りません」

　いい加減うんざりして、そんなもん要るか、と危うく口から出そうになった。この男と縁続きなど絶対イヤだ。こんなくだらない喜劇が終わったら、とっととアローナに戻って可愛い彼女と一緒になろうというのに。

　そこまで思ってから、待て待て、なんだ末の娘って、とツッコむ。

「……娘さんがおいでですか？　ご結婚されていると？」

「あ、いや、結婚はしておらん。おらんが、その、侍女やら愛人に産ませた子が数人、だな」

「…………左様ですか」

　この野郎やっぱり女が他にいるじゃねえか、と、若干凶悪な気分になる。

　それも、バーナードにくれてやろうというくらいの年頃の末娘がいるということは、あとはみんな年上ということだ。ホントに一体何人の子がいるのか。

　もしこのまま見過ごして本当にエリナが嫁いでいたら、彼女はいきなり何人の母になるところだったのか。それも彼女より年上の子供ばかりかもしれない。

　正に、ふざけるな、だ。

「何故だ。騎士なんぞ辞めて貴族の一族に名を連ねられるのだぞ。荒事もないわけではないが、そなたは腕も立つようだし心配なかろう。いい話だと思うのだがな」

　だが、男爵はまだ自分の思いつきが良い提案だと思っているらしい。

　バーナードは、姿勢を正して男爵を見据えた。

「私は仕事でこちらに参っただけです。あなたとブライトン氏との話が終われば、速やかにアローナに戻ります。私は騎士であることに誇りを持っていますので、現在辞める気はまったくありません。そして、男爵の下につく気も、男爵の娘さんの婿になる気もまったくありません。あなたの一族に参加する意義もありません。ですから、すべてにおいて、お断り申し上げます」

「意義がない、だと？　栄えあるワイアット家の名を、意義がないとはなんだ、無礼な！」

　再びまくしたてる男爵の怒鳴り声がうるさくて、バーナードはそろそろ面倒になってきた。

「それで、結局男爵はブライトン氏に過払い分を返す気はないと取ってよろしいのですね？」

「当然だ！　一度払ったものを取り返そうと思うのがそもそもおかしいのだ！　文句があるのなら契約時にきちんと約款を確認せず、こうなることが判りきっているのに利息すらきちんと支払わなかった自分に文句を言うがいい！　これだから学のないヤツは無能だと言うんだ！」

　勝手な理屈を捏ねる男爵は、激昂したあまりによくモノを考えずに怒鳴ったらしい。バーナードは冷静に言葉をすべて聞いてからうなずいた。

「判りました。では、男爵は返済する意思がないというコトで、告発する方に動かせていただきます」

「え！　あ！　いや！」

　途端にナニを議論していたのか思い出した男爵は慌てたが、バーナードは続ける。

「せっかくの領主様のご心情でしたが、本人が酌量を拒否されたのであれば致し方ありません。私も騎士の義務を果たさせていただきます」

「いや！　いやいや、ちょっと待て！」

「幸い既に告発状は作成してあります。こちらを辞しましたらこのままその足で提出する方向で行きますので、男爵は捕縛する騎士が到着する前に、身の回りの整理をされることをお勧めします」

「ちょっと待て！」

「ああ、それからブライトン氏の借金は完済済みということでよろしくお願い致します。そちらも領主様にご確認いただいておりますので、あとでごねても通らないことをご承知おきください」

「エンフィールド、ちょっと待てと言うに！」

「なんでしょうか？」

「払う！　払うから！」

「しかし今しがた、一度払ったものを取り返そうと思うのがおかしいとおっしゃいましたが」

「いや、だから、今回は！　そう、伯父上とそなたの顔を立ててだな！」

「いえ、結構です。男爵、貴族たるものそう易々と意見を変えるべきではありません。利によってすぐ意見を変えると他の貴族に侮られましょう。それこそ御名に瑕がつくというものです」

「おまえに貴族のナニが判ると言うのだ！　しがない騎士だろうが！　だいたい騎士風情が貴族を告発などしても素通りされるだけだ！」

「いえ、私も出身は貴族です」

「は？」

　バーナードは、初めてわずかに微笑んで、男爵に二通の封書を差し出した。

　強張った手で受け取ったその封書の表に書かれた名前を見てぎょっとする。

『金融庁副長官　リチャード・ソーウェル伯爵』、『金融庁税務管理課　ジェフリー・エンフィールド殿』

　それぞれ、そう書かれている。

「私の叔父と弟です。さすがに素通りはされないと思いますが」

　一瞬にして真っ青になった男爵は、それでもまだ張る意地があったらしい。

「そ、それでも、おまえ自身はただの騎士で、爵位を持っているわけではないだろう！」

「そうですね。ですが、叔父は子がいませんので、そろそろ私か弟のどちらかを跡継ぎにしたいと言っておりまして。もしそうなれば、私は伯爵となりますね」

「は、はく、しゃくっ！」

　途端にビビりまくる男爵。実はほぼ九九パーセント宮仕えをしている弟が継ぐと決まっているようなものなのだが、そんなことは、おくびにも出さない。

　領主の親戚、更には爵位を持つ貴族という権威を嵩に難癖をつけていた男爵は、だが、更に高い身分の前にはひれ伏すだけだった。権威主義者とはそういうものだ。

　完全に敗北を悟った男爵は力が抜けてソファに座り込んだ。そのカオはすっかり毒気が抜けている。

　バーナードは呆けている男爵から封書を返してもらうと、敢えて続けた。

「しかし、このまま男爵を告発すると、ブライトン氏が過払いした二一七万が返ってこなくなりますね。あなたにははした金かもしれませんが、ブライトン氏には必死に働いて工面した大切なお金です。このまま戻ってこないのは気の毒というものでしょう」

　呆けていた男爵は、理解すると目を見開いて起き上がった。

「そ、そうだな！　このままはさすがに悪いと思っている。やはり返すがよかろう！　そうだな、ブライトン！」

　必死にその言葉に縋って言い出した男爵を内心で嗤いながら、バーナードはブライトンに訊いた。

「そうですね、ブライトン氏が納得するのなら、今回は保留ということでいいのではないでしょうか。私としては、こんな違法行為はきっと今回が初めてではないでしょうし、告発するのが世間のためとも思いますが。どうされますか？」

　急に穏やかなバーナードの視線と必死に縋るような男爵の喰いつきそうな視線に晒されて、ブライトンはびくつきながらなんとか答えた。

「い、一時は大金を貸していただけたことで助かったのも事実ですし、わ、私は、お金を返してもらえて、娘も自由にしてもらえるのならば、そこまではと……」

「おお！　そうか！　そうなのだな！　やはり恩は大事にすべきだ！　すぐ返済金額を用意させよう！」

　喜色満面で復活した男爵は、人を呼んで本当に現金の用意をするよう申し付ける。意外にもフットワークは軽いらしい。まあ、きっと自分で動くわけではないからだろうが。

　バーナードは呆れと感心が半々ながらもうなずいた。

「……お人がよろしいですね、ブライトン氏は。では、今回は保留とさせていただきます。ですが男爵、今後このようなことが起きませんよう、行動をお慎みください。合法的な仕事でしたら、領民に大きな金額でも貸し付けてくださること自体は、決して悪いコトではないのですから。この告発状は領主様に預けさせていただきます。次にこのようなことがありましたら、さすがに領主様ももうお許しにはならないと思いますよ。恩が大事、確かにその通りです。ブライトン氏によくよく感謝なさいませ」

「……わ、判った……」

　大喜びだった男爵は、バーナードの言葉にまたしゅんとした。

　彼らは知らない。

　バーナードが、かつて文官の登用試験で同期の中でも十指に入る点数で合格した秀才だったことを。だが、採用された部署の上司が典型的な権威主義者で、能力がなくても家柄でヒトを重用することがウザすぎて嫌になり、一年も経たないうちに辞めて騎士に転向し、後の幹部候補を失った官庁をパニックに陥らせたことを。

　それを聞いておもしろがったアローナの副団長が自ら自分の下にとスカウトし、今に至るという経緯を。

　副団長の補佐は忙しいがとても充実していて、彼の能力をフル活用できる職場としてかなり気に入っている。

　上司としても気に入っている副団長の補佐を蹴って、このむさくるしい男爵の下につくなど有り得ない。

　かくして、男爵との会談はバーナードの全面勝利で幕を閉じた。
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　エリナから話を聞いたあの日から十日が経った日の夕方。

　砦に帰り着いたバーナードは、旅装を解いてから図書館へと足を向けた。

　もう閉館間際の時間で、そろそろ利用者を追い出しにかかっている時間のはずだ。

　いつものように砦側から館内に入り、ガラスの扉を開くと、いつぞやと同じようにエリナが窓のカーテンを引いてまわっているところだった。

「エリナ」

　ひと声かけると、振り向いたエリナが驚いたカオで駆け寄ってきた。

「バーナード様！　お帰りなさいませ！」

「うん、ただいま。はい、これ、お父さんから」

「え、あ、はい」

　勢い込んで結果を聞こうとしたのだろう、エリナが戸惑った様子で手紙を受け取る。手紙を読んだエリナの目に、みるみるうちに涙が溢れた。

「全部終わったよ。借金完済、実は過払いになってた分も返済されて、きみの嫁入りも白紙になった。男爵に特大の恩も売っといたから、もうお父さんも店も大丈夫。そしてきみと俺との結婚も許可してもらった。これにて万々歳」

　穏やかな中に少し誇らしげな様子のバーナードの笑みを見て、エリナが口元を覆ってぼろぼろと泣き出した。

「泣かないでよ。こないだも言ったでしょ。俺、エリナに泣かれるとどうしていいか判らなくなる」

　ちょっと困った笑みを浮かべて、バーナードはエリナを抱き寄せた。

　おとなしくされるがままになったエリナは、だが涙を零しながらつぶやく。

「だって、もう、司書もバーナード様も全部を諦めて倍以上も年の離れた知らないひとのところにお嫁に行くのかって絶望していたのに、それを颯爽と救ってくれたのが好きになった人だったなんて、なんの御伽話だろうって思うじゃないですか。泣くなって言う方が無理です」

「かっこよかった？」

「はい、物語の王子様や英雄より、ずっと」

「それならがんばった甲斐があったな」

　満足げに笑ってから、バーナードはその至近距離のまま、エリナに告げた。

「エリナ、俺と結婚、してくれる？」

「はい、喜んで」

「恩義じゃなくて？」

「大好きです、バーナード様」

「ありがとう。俺も愛してる」

　涙混じりの笑顔が可愛くて、バーナードはそのまま彼女の唇を奪った。

　重ねるだけだった唇を軽く食み、やがて深いキスに移行する頃にはおずおずとつかまっていたエリナの手が必死にしがみついていて、たまらない可愛さにバーナードは囁いた。

「……一つだけ、きみのご両親に嘘をついてきた」

　エリナが問うように視線を上げると、そこにあったのはわずかな苦笑と、そして隠しきれない、艶。

「もう、きみの初めてをもらったと」

　かあっ、と音が聞こえるのではという勢いでエリナが真っ赤に染まった。

「な……んで、そんな」

「より明確に俺たちが既に恋人同士だと判ってもらうために。完全に嘘じゃないよな、きみの初めてのキスは俺がもらったんだから」

「……それは、詭弁というのでは」

「否定はしない。だから、事実にしていいか？」

「……え」

　目を見開くエリナの視線を捕まえて、バーナードは言った。

「今すぐきみを抱きたい。俺のものになった実感を確かめさせて」










　図書館には休憩室がある。

　昔、もっと本が高くて貴重だった頃に守衛が置かれていたことがあり、その守衛室だったらしいという話を以前聞いたコトがある。

　図書館職員のロッカーや休憩のためのテーブル、簡単な炊事ができる小さな台所などの他に、衝立を隔ててベッドがあった。

　滅多に使うことはないが、来館者の気分が悪くなったとか、軍の病院に運ぶほどでもないのではという程度の急な体調不良を起こした時に休ませるためのものだ。

　以前の責任者はよくここで昼寝をしてサボっていたらしいが、エリナが来てからは使われている形跡はなかった。

　そのベッドに今、バーナードはエリナを押し倒していた。

　ちゅっ、ちゅっ、とリップ音をさせながら、頬や額、そして唇にくちづけていく。真っ赤に染まったエリナが恥ずかしさを必死に我慢しながらそれを受け止めているのを、バーナードはわずかに苦笑する。

「どうしてもイヤなら言って？　無理矢理にどうしてもしたいわけじゃない」

「……イヤじゃ……恥ずかしいだけで……」

「本当に？　いきなりで、その上こんなとこで。俺、がっついてるよな。幻滅する？」

　ふる、とカオを横に振って、エリナは困ったように微笑む。

「初めては結婚初夜じゃなくていい？　もしそうなら、今はどうにかして我慢するよ？」

　やはり好きな女を手に入れた男としては早く本当に自分のものにしたい。

　だが、ちゃんとエリナの意思を尊重するつもりはあるのだ。本当に彼女がそれを望むのなら、どんだけやせ我慢だろうとなんとか盛り上がってしまったその性欲を必死に落ち着かせる努力はするつもりだった。

　だが、一度大きく目を見開いてその言葉を聞いたエリナは、ふわりと赤いカオに笑みを浮かべた。

「……その言葉だけで、充分嬉しい。でも、バーナード様。いいんです。私をあなたのものにしてください」

「後悔しないね？」

「はい。バーナード様の恋人にしていただくのに、後悔なんてありません」

　今度はバーナードが軽く目を瞠ってから、ふっと微笑んだ。

「婚約者、だろう？　愛しているよ、エリナ」










　この何年かろくに使われていなかったベッドが、かかる負荷の具合にぎしぎしと文句を言うのを遠くで聞きながらも、バーナードは愛する女を蹂躙する行為を止められない。

　愛撫する端から漏れる甘い声は、彼の明晰で冷静な脳の働きをあっという間に麻痺させる。

　どれだけ優秀だろうが、腕が立とうが、所詮男なんてものは惚れた女の前ではバカになる。

　一歩間違えればその手から零れ落ち、二度と手が届かなくなっていたかもしれない女を既すんでのところで救い出せたコトを、バーナードは誇りに思う。望み望まれた相手と結ばれる。これ以上の幸せがあろうか。

「あ、あ、あぁっ、やっ、んっ、まっ、まって、も、くるし、ああっ！」

「まだ、まだだ、もっと、もっと……！」

　抱え上げた脚を持ち直し、更に腰を打ち付ける。

　破瓜の時には涙を零したその瞳には、今は辛そうな光はない。その代わりにエリナの熱に浮かされたようなとろんとした甘い艶気が、バーナードの股間を更に刺激する。

　散々舐めまわした胸の先が、バーナードが動く度一緒に揺れてエロい。必死に喘ぐエリナの唇に屈んでくちづける。ずっと触れたかったがダメだと自制していた唇にこんなに簡単に触れられる幸せは、金輪際手放すことなどないだろう。

　最奥近くで掻きまわすと、エリナの腰がびくびくと揺れる。どうやらその動きが好きなようだ、抜こうとすると惜しむように吸いついて行ってほしくないと身体が告げる。

「気持ちイイ？」

「……あぁ……きもち、い……んん……ばーなーどさま……すき……」

「ん、俺も好き。ああ、もう、むちゃくちゃかわいいし」

　彼女のナカに入り込んでいる自身は、一向に収まる様子はなく、それどころかまだまだ足りないとばかりにしっかりと漲っている。

　彼女は初めてで、いきなりそんな無理をさせてはいけないとアタマでは判っているのに出たくない。

　こんなコトをしていてナニを今更とは思うが、彼にとってのエリナは、男の欲で汚してはいけないのではなかろうかと思えるほど、天使のように清らかなイメージだったのだ。

　その彼女を汚すのが自分だと思うと、少しの申し訳なさと侵してはならないものに触れるのではという畏れを抱きながらも、汚すという行為に対する興奮で更に昂った。

　暴いてしまえば彼女はやっぱり天使などではなくただの普通の女で、そして彼に自分を汚してほしいとすら願ってしまう愚かな女だった。

　もう俺に汚されたら自由などなくなってしまうだろうに。

　他のもっと良い男が現れてもそちらに行くこともできなくなるというのに。

　自らこんな俺に囚われることを望んだ愚かな女を、俺はもう二度と離さないだろうに。

　バーナードは見た目に反して、実は真っ当な正義を信条とする男ではない。

　それは男爵と事を収めた時に取った手段を見ても明らかだ。

　すべての材料を用意し、周到に計画し、そして必ず勝てる喧嘩をする。

　領主を味方につけ、最後まで出自と身分を隠し、確実にエリナの身を解放して、更に金まで取り返す。恩義に思ったブライトン氏が快く恩人として娘との結婚を許してくれるところまで込みの計画だ。

　できる限り正攻法で攻めるが、多少の無茶も辞さない。

　エリナの言うような物語の王子様なんて烏滸おこがましい。そんなお綺麗なものじゃない。

　不正をバレないように調整する頭脳も器量も持ち合わせていない輩が、でかいカオをするのが気に入らない。やるのならもっと完璧にやれと言いたい。

　ちょっとつついただけであれだけぼろぼろと崩れる程度の男が、よく違法行為などしようと思ったものだと、帰り道には内心で嗤ったものだ。バーナードなら、間違いなく他人にはそう簡単には看破できないようなやり方ができるだろう。そんなことは、もちろんやらないが。

『できる』のと『やらない』では天と地ほども違う。

　彼は、『できる』だけの能力はあるが『やらない』人間だ。

　不正は最終的に己の不利になるものだからやらない、その程度の認識で、決して悪いコトだからという理由ではないところが、この男の性格の悪いところだった。

　バーナードは、貴族の出身として、一度は王城に文官として入った身として、お綺麗な正義だけで世の中がまわっているわけがないと知っていた。それをすべて正したいなんて大それた、そしてできないと判っていることを願う純粋さなど持ち合わせていない。

　それでも、自分の中の正義と、手の届く範囲にある大事なものくらいは守りたいと思っているだけだ。そして守れるだけの能力も持っていた。

　そうでなければ幹部候補生の椅子を蹴飛ばしてまで上に逆らうものか。

　そのうち、エリナも知るのだろうか。

　自分の夫が決して正義の味方、弱い者の味方などという立派な男ではないことを。

　もちろんこんなド田舎でその性格の悪さを発揮する機会はそうはないだろうが。

　それでも、きっとその頃にはもう逃げられないだろうけれど。

「あっあっあっ、やっ、あぁっ、やあああああ!!」

「……くっ」

　激しく突き上げる。達してしまったらしいエリナのナカで、バーナードもまた果てた。

　ぜえぜえと喘ぐエリナが恥ずかしげにカオを隠そうとする手を捕まえると、その指に軽くくちづけてから唇にくちづけた。

「……いい加減にしないと、と思うのに、まだ離したくない。気持ちヨすぎてやめたくない。どうしよう」

「…………わたしにきかないでください」

　赤くなっているエリナは、どうやら指へのキスに照れているらしい。

「でも、二人でするコトだし。エリナは気持ちヨくなかった？　まだ足りなくない？」

「……そーいうコトきかないでください、はずかしいから」

　今度は質問で照れたらしい。

「恥ずかしいからってコトは気持ちヨかったってコトでＯＫ？」

「もう、ばかぁっ」

　振り払った手で隠したそのカオは見えるところが真っ赤だ。

「あ、スゴい、耳どころか首筋やら胸元まで真っ赤っか。すごいな、ドコまで赤いの？　見せて？」

「ヤです！　バーナード様のえっち！」

　身体を横にしてバーナードの追及を躱したエリナが丸まると、バーナードは楽しそうにくつくつと笑った。

　その頬にくちづけて、バーナードは笑う。

「機嫌直して、俺のお姫様。でないと、許してくれるまで襲っちゃうよ？」

　背中を向けたエリナをこれ幸いと背後から胸を弄ると、きゃあっと悲鳴を上げたエリナに再び怒られた。

「もう！　許すからもうダメです！　明日仕事に出られなくなっちゃう」

「あ、残念。仕方ない、今日のところは諦めるか。でも、次のデートがいつになるか判らないけど」

「あ、そうなんですか」

「うん、さすがに、今日までの休みを無理矢理取ったからね。明日からきっとめちゃくちゃ忙しいし、副団長にもこき使うって宣言されてるからなー。もしかしたら、祭りの休みも俺だけ一日はもらえないかも」

「え、そんな、私のせいで？　ごめんなさい」

　慌てて振り向くエリナにバーナードは笑った。

「謝らなくていいよ。そのおかげで今、俺はエリナをこうやって抱けてるんだから」

　途端に赤くなるエリナにちゅっとくちづける。

「まあ、副団長も鬼じゃな……いや、たまに鬼だけど、どっかでせめて一晩くらいは休みもくれるでしょ。その時は俺とデートして？」

「はい。フィタを用意して、誘ってくださるのを待ってます」

　はにかんだ笑顔を浮かべるエリナはそれはもう可愛くて、バーナードは後ろからぎゅーっと恋人を抱き締めた。

「あー、じゃ、ますますがんばって時間つくらないと」

　呑気に、甘やかにじゃれ合いながら、二人はやっと結ばれた。
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　次の日。

　無事完勝の報告をすると、カレンベルク副団長はニヤニヤ笑いで祝してくれた。

「まあ、おまえのコトだからそんなことになるだろうとは思ってたけどな。はい、おめでとさん。さて、そしたらこれから楽しくお仕事しようか、バーナードくん。おまえの仕事はがっつり取ってあるからな♪　がんばりゃ、最終日の夜ぐらいは休みにできるんじゃねえの？」

「……くっ、あまりにも予想通りで腹も立たない……」

　どっかりと書類や文書綴りの山がいくつも載った自分の机を前に深く溜め息をついたバーナードは、若干やけくそ気味に書類の山の一番上をつかみ取った。










　アローナの祭りが始まるまであと四日、そして祭りの期間は三日。

　ここからまだ更に増えると判っている仕事の山を前に、バーナードは恋人と祭りに遊びに行くために、その明晰なアタマをフル回転させてペンを走らせるのだった。
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